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祝 辞

しば草

名はしば草というけれど、

その名をよんだことはない。

それはほんとにつまらない、

みじかいくせに、そこらじゅう、

みちの上まではみ出して、

力いっぱいりきんでも、

とてもぬけない、つよい草。

げんげはあかい花がさく、

すみれは葉までやさしいよ。

かんざし草はかんざしに、

京びななんかはふえになる。

けれどももしか原っぱが、

そんな草たちばかしなら、

あそびつかれたわたしらは、

どこへこしかけ、どこへねよう。

青い、じょうぶな、やわらかな、

たのしいねどこよ、しば草よ。

金子みすず

鳥取大学附属小学校第６４回の卒業生のみなさん卒業おめでとう。

そしてご参列のご家族・関係者の皆様にこころからお慶びを申し上げます。

砂の学校・旅の学校・運動会・雪の学校。デビーさんとの英会話教室。教育実習の大学

生との学習も、楽しかったり悔しかったり様々な想い出があるでしょう。

「友達と助け合うこと 「人の立場になって考えたり、人を思いやること 、一人一人は、」 」

かけがえのない大切な人なのだということをを学んできたことでしょう。

楽しかった小学校の学びを基に「大きな志をもって」中学生になっていただきたいと願

っています。

私たちは、皆さんが抱いている願いが、叶うように後押ししたいと思います。

だから皆さんには、大きな目標をもって、まず一歩、実現に向かって歩いて頂きたいの



です。

中学生時代は、勉学にスポーツに芸術に自分の力を思い切り出して、楽しめる時期でも

あります。きっと新しい自分を見つけることが出来るでしょう。

健康に気をつけて活躍されることを願っています。

最後になりましたが、保護者の皆様には本学に対し、温かなご理解と絶大なるご支援、

ご協力を賜りましたことに深く感謝申し上げます。

世情は東北・関東地方の地震や津波の厳しい被害状況が報じられています。被災者の方

々へのお見舞いと被災地の一刻も早い復興を皆さんと共に願いたいと思います。

卒業生の皆さんが、これからも一層発展されることをお祈りして祝辞とさせていただき

ます。
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